淡江大學 九十六 學年度第 二 學期課程教學計畫表(格式一)
科目中文名稱：日本政治入門與日台關係
授課教師：胡  慶  山     
	開課班級
	核心課程eq \o(\s\up 6(系),\s\do 6(所))(日、夜、研)   年   班
	必選修
	必  修

	學分數
	  2學分 2 小時（ 單、上、下 學期     學分）
	先修科目
	初選：人

	教學內容
及進度
	週次
	月／日
	內容

	
	第一週
	2.26
	老師自我介紹+教學計畫解說與確定+分組決定+多媒體試播+日本為何無法與台灣建立外交關係？ 

	
	第二週
	3.4
	日台現勢+〈v.1, 大日本帝国の戦争錄影帶教學〉+〈分組與報告範例〉+日本與台灣的加入聯合國+ +97/02/27～03/04加退選課程(網路及電話語音)；

	
	第三週
	3.11
	+〈v.1, 大日本帝国の戦争錄影帶教學〉分組確認+中華人民共和國憲政體制與人權保障+出席簽到點名的實施

	
	第四週
	3.18
	日台現勢+〈v.1, 大日本帝国の戦争錄影帶教學〉++自衛隊軍事演習影片+中華人民共和國憲政體制與人權保障+出席簽到點名的實施

	
	第五週
	3.25
	日台現勢++自衛隊軍事演習影片+中華人民共和國憲政體制與人權保障+出席簽到點名的實施

	
	第六週
	4.1
	日台現勢++自衛隊軍事演習影片+台灣海峽安全評估—美日的介入可能性+出席簽到點名的實施

	
	第七週
	4.8
	日台現勢++自衛隊軍事演習影片+台灣海峽安全評估—美日的介入可能性+出席簽到點名的實施

	
	第八週
	4.15
	分組報告與講評+出席簽到點名的實施+台灣海峽安全評估—美日的介入可能性+

	
	第九週
	4.22
	期中考考前複習(Open Books)+分組報告與講評+出席簽到點名的次數確認〈淡江大學學則38條的扣考資格的確認〉出席簽到點名的實施

	
	第十週
	4.29
	期中考試週

	
	第十一週
	5.6
	發期中考卷與訂正+〈v.2, 国防と平和憲法錄影帶教學〉+出席簽到點名的實施+日美安保同盟新防衛合作指針與台海關係

	
	第十二週
	5.13
	〈v.2, 国防と平和憲法錄影帶教學〉+日美安保同盟新防衛合作指針與台海關係+出席簽到點名的實施

	
	第十三週
	5.20
	日台現勢+〈v.2, 国防と平和憲法錄影帶教學〉+日美安保同盟新防衛合作指針與台海關係+出席簽到點名的實施

	
	第十四週
	5.27
	日台現勢+〈國際人權錄影帶教學〉+日本的有事法制三法案與北韓危機的戰略推演+出席簽到點名的實施教學評鑑週(非畢業班科目) 

	
	第十五週
	6.3
	期末報告與分組口試(Open Books)+出席簽到點名的實施〈淡江大學學則38條的扣考資格的確認〉+教學評鑑週

	
	第十六週
	6.10
	期末報告與分組口試(Open Books) +出席簽到點名的實施〈淡江大學學則38條的扣考資格的確認〉

	
	第十七週
	6.17
	期末考試週

	
	第十八週
	6.24
	

	講授方式
	※
	課堂講授
	※
	分組討論
	
	參觀實習  
	
	其他（　　　　　　　）

	教學設備
	※
	電腦
	
	投影機
	
	其他（　　　　　　　                       ）

	教材課本
	胡慶山『台灣地位與公法學(下)』(稻鄉出版社‧2006年)

	參考書籍
	胡慶山『台灣地位與公法學(上)』(稻鄉出版社‧2006年)

	批改作業篇數
	
	備  註
	本欄位僅適用於所授課程需批改作業之教師填寫。

	成績考核方式
	
	平時成績：    20％
	
	期中考成績：  30％
	
	期末考成績：   30％

	
	
	出席狀況：    20％
	
	其他（                      ）：        ％

	
	


＜陳水扁総統＞「台湾」の名称で国連加盟申請を正式表明

　【台北・庄司哲也】台湾の陳水扁総統は１３日、米ニューヨークと結んだ米議員、海外記者らとのテレビ会議で、「台湾」の名称での国連加盟申請を正式表明した。陳総統は「国際社会でも台湾という名称が定着している。世論調査では台湾の人々の７９％が『台湾』での国連加盟申請に賛成しており、このような民意をいかなる指導者、政府も無視できない」と訴えた。
　台湾はこれまで、台湾の正式名称である「中華民国」として国連加盟申請を行ってきた。今回の国連総会でも台湾は１２日、外交関係を持つ国を通じて「中華民国」の名称で加盟申請を行ったが、総会での上程を果たせなかった。陳総統は「台湾は２３００万人の人々が民主的な投票で指導者を選出している。国連総会が開幕したが、この重要な場に欠席させられていることは非常に遺憾だ」と述べた。 

（毎日新聞） - 9月14日10時46分更新

小沢民主代表　安倍氏は小泉首相よりまじめ…インタビュー
	


拡大写真

インタビューに答える小沢一郎民主党代表＝民主党本部で１３日、竹内幹写す


	
	　


　民主党代表選で無投票再選を決めた小沢一郎代表は１３日、毎日新聞とのインタビューに応じ、次期首相就任が確実視される安倍晋三官房長官について「小泉純一郎首相より、まじめだから首相に就任すれば大変だろう」と評した。一問一答は次の通り。【聞き手・尾中香尚里、衛藤達生】
　－－再選にあたり、来夏の参院選で自公両党の過半数割れを目指す考えを改めて示しました。
　◆政権交代は衆院解散・総選挙でしかできない。ただ（参院で野党が）過半数を取れば、（新首相が）衆院を解散しても参院（の野党優位）は全然変わらず、政権運営ができない。
　－－新執行部人事で「小沢カラー」を出す考えはありますか。
　◆人事は２５日（の臨時党大会での正式な代表選出）が終わってから。今はまだ白紙の状態だ。「小沢カラー」は大した問題ではない。要は一致団結して国民の支持を得られるようにする、分かりやすく言えば選挙に勝てることが第一だ。
　－－次期首相には安倍官房長官の就任が確実です。先日のテレビ番組で小沢さんは「党首討論をできるだけ多くやりたい」と言いました。
　◆国民が関心を持つからね。一般の（国会）論戦は誰も見ないが、党首同士（の論戦）となると関心が高まる。
　－－安倍氏とはどんな論戦を期待しますか。
　◆小泉氏（首相）よりは、まじめに話すんじゃないか。中身のいい悪いは別として。まじめだから、首相になると、なかなか大変じゃないか。
　－－「情で言うと、安倍晋太郎元外相の息子さんが首相になれるチャンスになればいい」とも発言しましたね。
　◆与野党の党首となれば、話は別だ。
　－－党首討論では、まず何を聞きたいですか。
　◆彼が「こうやりたい」と強調しているところから、やればいい。憲法とか教育とか前面に出しているんでしょ。（政権構想の）パンフだけじゃよく分からない。
　－－教育問題で、安倍氏との最大の違いは。
　◆教育だけではないが、自民党は従来の仕組みを前提として、その延長線上の「てにをは」の議論をしている。われわれは根本から変えようとしており、全く違う。
　－－基本政策で終身雇用制度の再評価をうたいました。９３年の「日本改造計画」では見直しを指摘していましたが。
　◆程度問題だ。日本は官僚規制が強過ぎて、年功序列、終身雇用でがんじがらめ。それを取っ払い、オープンな社会をつくるべきだ。だけど、その時にはセーフティーネットも、きちんとしなくてはだめだ。
　－－「管理職には自由競争、非管理職は終身雇用を原則とする」とありますが、例えば官僚制度の場合、具体的なイメージは。
　◆キャリア制度なんてやめればいいんだ。入省試験だけあればいい。上を目指す人間は自分のリスクで手を挙げる。ポストはそんなに多くないんだから、競争があるのは当たり前だ。
　－－安倍氏の祖父の岸信介元首相を、政治家としてどう思いますか。
　◆立派な人だと思う。ただ、彼は戦争中からずっと重要閣僚だった。（戦争に対する）政治家としての責任は別問題だ。
　－－孫の安倍氏への影響を感じますか。
　◆お孫さんとは違うだろ。孫は孫、じいさんはじいさんだ。 

（毎日新聞） - 9月14日9時56分更

自民・安倍総裁きょう誕生、２６日に首相指名へ

　自民党総裁選は２０日、党所属国会議員による投開票と党員票の開票作業が行われ、任期満了を迎える小泉純一郎首相（党総裁）の後継となる第２１代総裁を決定する。

　安倍晋三官房長官（５１）は４０３票の国会議員票の７割程度を固め、３００票に換算される党員票でも優位に立っており、第１回の投票で過半数を得て、新総裁に選出される見込みだ。安倍氏は臨時国会が召集される２６日、首相に指名される。

　総裁選には安倍氏のほか、麻生太郎外相（６６）、谷垣禎一財務相（６１）が立候補している。

　安倍氏は、所属する森派（８６人）のほか、丹羽・古賀派（５０人）、伊吹派（３２人）、高村派（１５人）、二階派（１５人）の支持をとりつけた。無派閥（６８人）の多くも支持を表明している。党員の支持も６、７割に達すると見られるが、「安倍氏圧勝」の見方が広がったことで、投票率低下を予想する向きもある。安倍陣営では、議員票が３００票を超え、党員票と合わせて５００票を上回ることを目標としている。

　麻生氏は所属する河野派（１１人）に加え、無派閥議員や自主投票の津島派（７５人）の一部からも支持を得ている。地方でも、福岡県連や茨城県議団が支持している。麻生陣営は議員票と党員票の合計が１００票を超えたとする見方を示しており、２位をうかがう状況だ。

　谷垣氏は、自身が会長を務める谷垣派（１５人）以外に、自主投票の山崎派（３６人）などから支持を集めている。

（2006年9月20日1時52分  読売新聞）

